
○
大た
い

用よ
う

菴あ
ん

〔
大
機き

弘こ
う

宗し
う

禅
師
華け

叟さ
う

宗し
う

曇ど
ん

和
尚
、
及
び
宗
慧
大
照
禅
師
養
叟
和
尚
の
開
創
な
り
。
応
仁
後
、
宗
臨
興
復
旧
方
丈
の
北
に
あ
り
、

其
後
松
源
の
門
内
に
う
つ
す
〕

客
殿
中
間
　
古こ

法は
ふ

眼げ
ん

筆

礼
之
間
大
書
院
　
小を

栗ぐ
り

宗そ
う

丹た
ん

筆

〔
即
今
松
源
院
客
殿
是
な
り
〕


